
田
中
大
喜

1

共
同
研
究
の
経
過
と
概
要

　

本
研
究
報
告
は
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究
「
中
世
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
武
家
領
主
支

配
の
研
究
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
共
同
研
究
は
、「
歴
史
文
化
資

料
に
基
づ
く
日
本
中
世
社
会
像
の
再
構
築
」（
全
三
ブ
ラ
ン
チ
）
の
一
ブ
ラ
ン
チ
と

し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
目
的
と
方
法

　

お
よ
そ
十
二
～
十
六
世
紀
の
「
日
本
の
中
世
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
は
、
世
襲
制
の

職
業
戦
士
で
あ
る
武
士
と
い
う
社
会
集
団
を
生
み
出
し
、
彼
ら
の
支
配
が
地
域
社
会

レ
ベ
ル
に
ま
で
浸
透
し
た
時
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
の
日
本
社
会
に
お
い

て
、
武
士
の
支
配
が
い
か
に
し
て
浸
透
＝
受
容
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
そ
の
歴
史
的
特
質
を
究
明
す
る
う
え
で
必
須
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ

で
本
共
同
研
究
で
は
、
中
世
の
地
域
社
会
に
お
い
て
武
士
の
領
主
支
配
が
受
容
さ
れ

た
諸
契
機
を
究
明
す
る
こ
と
で
、
中
世
の
日
本
社
会
の
歴
史
的
特
質
に
迫
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　

武
士
に
よ
る
領
主
支
配
の
内
実
を
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
な
か
か
ら
追
究
す

る
本
共
同
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
来
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
中
世
地
域
社
会
論

の
成
果
を
直
接
の
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
発
展
的
継
承
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
武
士
も
地
域
社
会
を
構
成
し
た
社
会
集
団
の
一
つ
と
捉
え
、
武
士
の
領

主
支
配
は
地
域
社
会
の
諸
集
団
と
の
「
合
意
」
な
し
に
は
成
立
し
え
な
い
と
の
認
識

を
共
有
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
武
士
の
屋
敷
を
中
心
に
、
そ
の
周
囲
に
あ
る
河
川
や

道
路
、
水
陸
交
通
路
の
結
節
点
に
設
け
ら
れ
地
域
の
再
生
産
を
支
え
た
集
散
地
、
所

領
内
の
田
畠
を
灌
漑
す
る
用
水
路
、
そ
し
て
一
族
・
祖
先
の
極
楽
往
生
と
民
衆
の
暮

ら
し
の
安
穏
を
祈
る
寺
社
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
武
士
の
本
拠
＝
支
配
拠

点
の
様
相
に
つ
い
て
、
文
献
史
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
の
協
業
に
も
と
づ
く
現
地
調

査
を
通
じ
て
具
体
的
に
復
元
す
る
こ
と
で
、
武
士
の
領
主
支
配
が
地
域
社
会
に
受
容

さ
れ
た
諸
契
機
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

一
方
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
中
世
前
期
以
来
武
士
の
所
領
支
配
・
維
持
は
、

武
家
政
権
・
荘
園
領
主
・
守
護
等
の
地
域
権
力
の
ほ
か
、
一
族
や
近
隣
の
武
士
た
ち

と
の
多
元
的
な
結
び
つ
き
の
な
か
で
実
現
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
地
域
社
会

と
の
関
わ
り
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
中
世
武
士
の
所
領
支
配
・
維
持
を
支
え
た
中
央

（
京
・
鎌
倉
）
と
地
域
双
方
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
多
元
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
具

体
相
と
、
中
世
を
通
じ
た
そ
の
変
化
の
様
相
に
つ
い
て
、
政
治
史
を
踏
ま
え
な
が
ら

追
究
す
る
こ
と
も
、
中
世
武
士
の
領
主
支
配
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要

な
課
題
と
な
る
。

　

以
上
の
研
究
課
題
を
遂
行
す
る
べ
く
、
本
共
同
研
究
で
は
、
石
見
国
の
益
田
川
・
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水
澤
幸
一　
　

胎
内
市
教
育
委
員
会
・
参
事

　

湯
浅
治
久　
　

専
修
大
学
・
教
授

【
共
同
研
究
員
・
館
内
】
五
十
音
順
、
◎
は
研
究
代
表
者
、
○
は
研
究
副
代
表
者

　

荒
木
和
憲　
　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

　

小
島
道
裕　
　

本
館
研
究
部
・
教
授

◎
田
中
大
喜　
　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

○
松
田
睦
彦　
　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

　

村
木
二
郎　
　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

【
研
究
協
力
者
】
五
十
音
順
、
所
属
・
職
名
は
二
〇
一
八
年
度

　

池
谷
初
恵　
　

伊
豆
の
国
市
教
育
委
員
会
・
文
化
財
調
査
員

　

後
藤　

真　
　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

　

佐
々
木
健
策　

小
田
原
城
総
合
管
理
事
務
所
・
主
査

　

鈴
木
卓
治　
　

本
館
研
究
部
・
教
授

　

渡
邊
浩
貴　
　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
学
芸
員

三
　
研
究
の
経
過

二
〇
一
六
年
度

【
研
究
会
】

○
第
一
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
六
月
四
日
（
土
）・
五
日
（
日
）

　

場　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

研
究
報
告
：
田
中
大
喜
「
共
同
研
究
の
課
題
と
計
画
」

渡
邊
浩
貴
「
山
間
荘
園
の
在
地
領
主
と
生
業
環
境
・
紛
争
」

井
上　

聡
「
史
料
編
纂
所
に
お
け
る
調
査
情
報
の
収
集
・
管
理
・
活

用
に
つ
い
て
」

高
津
川
下
流
域
社
会
（
現
島
根
県
益
田
市
北
部
）
を
基
軸
事
例
に
取
り
上
げ
る
。
中

世
に
お
い
て
益
田
荘
と
長
野
荘
と
い
う
二
つ
の
荘
園
が
存
在
し
た
当
該
地
域
は
、
前

近
代
の
現
地
景
観
が
良
好
に
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
世
の
遺
跡
や
出
土
遺
物
が
豊

富
に
あ
り
、
さ
ら
に
は
益
田
川
・
高
津
川
下
流
域
社
会
に
割
拠
し
た
益
田
氏
と
内
田　

氏
・
俣
賀
氏
の
家
伝
文
書
群
が
現
存
し
て
い
る
な
ど
、
上
記
の
研
究
解
題
を
遂
行
す

る
う
え
で
好
個
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
領
主
支
配
の
あ
り
方
は
地
域
ご
と
に
多
様
で
あ
る
た
め
、
異
な
る
地
域

と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
質
を
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で

本
共
同
研
究
で
は
、
豊
か
な
先
行
研
究
を
有
す
る
肥
前
国
小
城
郡
（
現
佐
賀
県
小
城

市
）
と
越
後
国
奥
山
荘
（
現
新
潟
県
胎
内
市
）
を
比
較
対
象
地
域
と
し
、
こ
れ
ら
と

の
比
較
を
通
し
て
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
共
同
研
究
員
そ
れ
ぞ

れ
が
精
通
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
比
較
も
あ
わ
せ
て
行
い
た
い
。

二
　
研
究
組
織

【
共
同
研
究
員
・
館
外
】
五
十
音
順
、
所
属
・
職
名
は
二
〇
一
八
年
度

　

井
上　

聡　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
助
教

　

小
野
正
敏　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
名
誉
教
授

　

貴
田　

潔　
　

静
岡
大
学
・
准
教
授

　

黒
嶋　

敏　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
准
教
授

　

清
水　

亮　
　

埼
玉
大
学
・
准
教
授

　

鈴
木
康
之　
　

県
立
広
島
大
学
・
教
授

　

高
木
徳
郎　
　

早
稲
田
大
学
・
教
授

　

高
橋
典
幸　
　

東
京
大
学
大
学
院
・
准
教
授

　

田
久
保
佳
寛　

小
城
市
教
育
委
員
会
・
係
長

　

中
島
圭
一　
　

慶
應
義
塾
大
学
・
教
授

　

中
司
健
一　
　

益
田
市
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
主
任

　

西
田
友
広　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
助
教
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後
藤　

真
「
歴
博
に
お
け
る
荘
園
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
発
展
型
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
と
『
総
合
資
料
学
』」

　

総
合
展
示
第
二
室
の
関
係
展
示
の
見
学

○
第
二
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
九
月
一
日
（
木
）
～
三
日
（
土
）

　

場　

所
：
島
根
県
益
田
市

　

研
究
報
告
：
西
田
友
広
「
中
世
前
期
の
益
田
氏
と
石
見
国
」

　
　
　
　
　
　

中
司
健
一
「
中
世
後
期
長
野
庄
を
め
ぐ
る
諸
勢
力
の
動
向
」

　
　
　
　
　
　

荒
木
和
憲
「
中
世
後
期
の
日
本
海
交
通
に
お
け
る
対
馬
と
石
見
」

　

石
見
国
長
野
荘
・
益
田
荘
故
地
巡
見　

写真1　益田市での研究会

【
資
料
・
現
地
調
査
】

○
第
一
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
五
月
十
三
日
（
金
）
～
十
六
日
（
月
）

　

場　

所
：
島
根
県
益
田
市

　

参
加
者
：
田
中
・
中
司
・
松
田
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
益
田
市
横
田
町
・
本
俣
賀
町
・
左
ヶ
山
町
・
須
子
町
で
の
棟
札
・
聞　
　

　
　
　
　
　
　

き
取
り
調
査　

　
○
第
二
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
八
月
十
七
日
（
水
）・
十
八
日
（
木
）

　

場　

所
：
広
島
大
学
図
書
館

　

参
加
者
：
田
中
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
広
島
大
学
図
書
館
所
蔵
「
益
田
市
地
図
」
の
調
査
・
撮
影

○
第
三
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
九
月
三
日
（
土
）
～
五
日
（
月
）

　

場　

所
：
島
根
県
益
田
市

　

参
加
者
：
荒
木
・
池
谷
・
小
野
・
佐
々
木
・
清
水
・
鈴
木
・
高
木
・
田
中
・
中　

写真2　左ヶ山町での聞き取り調査
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場　

所
：
皇
學
館
大
学
・
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）

　

参
加
者
：
荒
木
・
田
中
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
皇
學
館
大
学
文
学
部
所
蔵
「
内
田
俣
賀
文
書
」、
花
園
大
学
情
報
セ

　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
（
図
書
館
）
所
蔵
「
俣
賀
家
文
書
」
の
調
査
・
撮
影

○
第
六
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）

　

場　

所
：
熱
田
神
宮
文
化
殿

　

参
加
者
：
田
中

　

調
査
内
容
：
惠
良
宏
氏
所
蔵
高
師
泰
感
状
の
調
査
・
撮
影

○
第
七
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
一
月
十
八
日
（
水
）

　

場　

所
：
足
利
市
立
美
術
館

　

参
加
者
：
荒
木
・
田
中
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
足
利
市
民
文
化
財
団
所
蔵
足
利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
の
調
査
・
撮
影

○
第
八
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
二
月
一
日
（
水
）
～
三
日
（
金
）

　

場　

所
：
広
島
大
学
図
書
館
・
浜
田
市
浜
田
郷
土
資
料
館
・
島
根
県
立
古
代
出

　
　
　
　
　
　

雲
歴
史
博
物
館

　

参
加
者
：
田
中
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
広
島
大
学
図
書
館
所
蔵
「
益
田
市
地
図
」、
浜
田
市
教
育
委
員
会
所

蔵
「
元
和
石
見
国
絵
図
」・「
元
禄
石
見
国
絵
図
／
石
見
国
天
保
国
絵

図
懸
紙
改
切
絵
図
」、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
寛

永
石
見
国
絵
図
」
の
調
査
・
撮
影

　
　
　
　
　
　

司
・
松
田
・
村
木
・
渡
邊
・
倉
恒
康
一
（
島
根
県
古
代
文
化
研
究
セ

　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
）

　

調
査
内
容
：
益
田
市
高
津
町
・
虫
追
町
・
安
富
町
・
左
ヶ
山
町
（
二
日
に
実
施
）・

　
　
　
　
　
　

梅
月
町
で
の
聞
き
取
り
調
査

　
　
　
　
　
　

浜
寄
・
地
方
遺
跡
、
河
成
遺
跡
、
羽
場
遺
跡
、
中
小
路
遺
跡
、
大
畑　

　
　
　
　
　
　

遺
跡
、
家
下
遺
跡
、
丸
山
遺
跡
、
七
尾
城
跡
出
土
貿
易
陶
磁
調
査

　

写真3　益田市での貿易陶磁調査

○
第
四
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
九
月
十
五
日
（
木
）・
二
十
三
日
（
金
）

　

場　

所
：
日
本
大
学
図
書
館
所
沢
分
館

　

参
加
者
：
荒
木
・
田
中
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
日
本
大
学
図
書
館
所
蔵
「
石
見
国
俣
賀
氏
文
書
」
の
調
査

○
第
五
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
六
年
十
一
月
十
七
日
（
木
）・
十
八
日
（
金
）
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○
第
九
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
二
月
十
日
（
金
）
～
十
三
日
（
月
）

　

場　

所
：
島
根
県
益
田
市

　

参
加
者
：
荒
木
・
池
谷
・
小
野
・
佐
々
木
・
鈴
木
・
高
木
・
田
中
・
中
司
・
水

　
　
　
　
　
　

澤
・
村
木
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
益
田
市
飯
田
町
・
横
田
町
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
津
和
野
町
教
育
委

員
会
所
蔵
「
正
保
石
見
国
絵
図
」
二
鋪
・「
元
禄
十
年
改
津
和
野
領

之
図
」
の
調
査
・
撮
影

七
尾
城
跡
、
三
宅
御
土
居
出
土
貿
易
陶
磁
調
査

二
〇
一
七
年
度

【
研
究
会
】

○
第
三
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
四
月
二
十
九
日
（
土
）・
三
十
日
（
日
）

　

場　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

研
究
報
告
：
田
中
大
喜
「
俣
賀
文
書
調
査
報
告
と
俣
賀
氏
系
図
復
元
の
試
み
」

村
木
二
郎
・
池
谷
初
恵
・
小
野
正
敏
・
佐
々
木
健
策
・
鈴
木
康
之
・

水
澤
幸
一
「�

陶
磁
器
か
ら
み
た
中
世
益
田
―
陶
磁
器
調
査
経
過
報

告
―
」

松
田
睦
彦
「
近
現
代
益
田
の
生
業
―
聞
き
取
り
調
査
成
果
報
告
―
」

渡
邊
浩
貴
「
長
野
荘
の
中
世
景
観
と
領
主
拠
点
―
荘
園
現
地
調
査
経

　
　
　
　
　

過
報
告
―
」

湯
浅
治
久
「
肥
前
千
葉
氏
に
関
す
る
論
点
と
史
料
」

貴
田　

潔
「
佐
賀
・
筑
後
平
野
の
地
理
的
環
境
と
地
域
社
会
」

○
第
四
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
九
月
六
日
（
水
）
～
八
日
（
金
）

　

場　

所
：
佐
賀
県
小
城
市
・
神
埼
市

　

研
究
報
告
：
高
橋
典
幸
「
御
家
人
の
西
遷
に
つ
い
て
」

大
塚
俊
司
（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）「
中
世

後
期
の
肥
前
千
葉
氏
―
南
北
朝
・
室
町
期
を
中
心
に
―
」

　

肥
前
国
小
城
郡
・
神
埼
郡
故
地
巡
見

○
第
五
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
十
七
日
（
土
）・
十
八
日
（
日
）

　

場　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
千
葉
県
多
胡
町
・
千
葉
市

　

研
究
報
告
：
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲
・
貴
田
潔
・
高
木
徳
郎
・
田
久
保
佳
寛
・
中

司
健
一
「
中
世
益
田
・
小
城
領
主
拠
点
現
地
調
査
経
過
報
告
」

村
木
二
郎
・
池
谷
初
恵
・
小
野
正
敏
・
佐
々
木
健
策
・
鈴
木
康
之
・

水
澤
幸
一
・
小
出
麻
友
美
・
李
明
玉
「
陶
磁
器
か
ら
み
た
中
世
益
田

2
・
小
城
―
陶
磁
器
調
査
経
過
報
告
―
」

小
野
正
敏
「
東
国
武
士
の
館
を
め
ぐ
る
景
観
と
威
信
財
」

　

下
総
国
千
田
荘
・
千
葉
荘
故
地
巡
見

【
資
料
・
現
地
調
査
】

○
第
十
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
四
月
十
六
日
（
日
）

　

場　

所
：
宮
城
県
図
書
館

　

参
加
者
：
田
中
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
「
石
見
国
図
」
の
調
査
・
撮
影

○
第
十
一
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
五
月
三
十
一
日
（
水
）

　

場　

所
：
益
田
實
氏
自
宅
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参
加
者
：
荒
木
・
田
中
・
中
島
・
中
司
・
西
田
・
村
井
祐
樹
（
東
京
大
学
史
料

　
　
　
　
　
　

編
纂
所
）

　

調
査
内
容
：
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
の
調
査
・
撮
影

○
第
十
二
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
七
月
十
日
（
月
）・
十
一
日
（
火
）

　

場　

所
：
島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者
：
荒
木
・
田
中

　

調
査
内
容
：
島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
島
根
県
道
水
路
図
」
の
調
査
・
撮

　
　
　
　
　
　

影

○
第
十
三
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
七
月
二
十
一
日
（
金
）
～
二
十
四
日
（
月
）

　

場　

所
：
島
根
県
益
田
市

　

参
加
者
：
荒
木
・
池
谷
・
小
野
・
佐
々
木
・
鈴
木
・
高
木
・
田
中
・
中
司
・
水

　
　
　
　
　
　

澤
・
村
木

　

調
査
内
容
：
益
田
市
高
津
町
・
安
富
町
・
横
田
町
・
本
俣
賀
町
で
の
聞
き
取
り
調

査
、
中
須
公
民
館
所
蔵
文
書
・
豊
田
公
民
館
所
蔵
文
書
の
調
査
・
撮

影大
年
ノ
元
遺
跡
、
下
都
茂
原
遺
跡
、
龍
光
遺
跡
、
唐
干
田
遺
跡
、
大

石
前
遺
跡
、
酒
屋
原
遺
跡
、
中
須
西
原
遺
跡
出
土
貿
易
陶
磁
調
査

○
第
十
四
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
七
年
九
月
八
日
（
金
）
～
十
日
（
日
）

　

場　

所
：
佐
賀
県
小
城
市

　

参
加
者
：
池
谷
・
小
野
・
貴
田
・
佐
々
木
・
鈴
木
・
田
久
保
・
田
中
・
水
澤
・

　
　
　
　
　
　

村
木

　

調
査
内
容
：
小
城
市
三
間
寺
地
区
・
牛
尾
門
前
地
区
・
赤
司
地
区
で
の
聞
き
取
り

調
査
、
小
城
市
教
育
委
員
会
所
蔵
地
籍
図
・
円
通
寺
所
蔵
文
書
・
三

岳
寺
所
蔵
文
書
の
調
査
・
撮
影

久
米
遺
跡
、
社
遺
跡
、
戌
遺
跡
、
本
告
遺
跡
、
小
路
遺
跡
、
赤
司
遺

跡
、
布
施
ヶ
里
遺
跡
、
妙
見
遺
跡
、
北
滝
遺
跡
、
古
町
遺
跡
、
千
葉

城
跡
出
土
貿
易
陶
磁
の
調
査

○
第
十
五
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
一
月
十
六
日
（
火
）・
十
七
日
（
水
）

　

場　

所
：
広
島
大
学
図
書
館

　

参
加
者
：
田
中
・
渡
邊

　

調
査
内
容
：
広
島
大
学
図
書
館
所
蔵
「
益
田
市
地
図
」
の
調
査
・
撮
影

○
第
十
六
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
二
月
一
日
（
木
）
～
四
日
（
日
）

　

場　

所
：
島
根
県
益
田
市

　

参
加
者
：
荒
木
・
池
谷
・
小
野
・
佐
々
木
・
鈴
木
・
高
木
・
田
中
・
中
司
・
松
田
・

水
澤
・
村
木
・
李
明
玉
（
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
）・
小
出
麻
友
美

（
慶
應
義
塾
大
学
）・
藤
澤
良
祐
（
愛
知
学
院
大
学
）

　

調
査
内
容
：�

益
田
市
高
津
町
・
横
田
町
・
中
須
町
・
中
島
町
・
乙
吉
町
・
七
尾
町
・

本
町
・
幸
町
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
乙
吉
八
幡
宮
所
蔵
文
書
・
妙
義

寺
所
蔵
文
書
・
萬
福
寺
所
蔵
文
書
の
調
査
・
撮
影

中
須
西
原
遺
跡
、
屋
加
田
遺
跡
、
中
須
東
原
遺
跡
出
土
貿
易
陶
磁
調

査

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
事
業
中
間
報
告
会
「
中
世
の
宝
庫　

長
野
荘　

　
（
益
田
市
西
部
）
に
光
が
当
た
る
！
」（
二
月
四
日
、
益
田
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
）

田
中
大
喜
「
長
野
荘
の
領
主
拠
点
を
探
る
―
も
う
一
つ
の
中
世
益
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田
の
世
界
―
」

村
木
二
郎
「
陶
磁
器
か
ら
わ
か
る
中
世
の
益
田
」

松
田
睦
彦
「
近
現
代
の
長
野
荘
―
『
な
り
わ
い
』
を
め
ぐ
る
聞
き
取

り
調
査
の
成
果
―
」

　
　

写真5　中間報告会

写真4　妙義寺での文書調査

絵
図
を
主
題
に
―
」

黒
嶋　

敏
「
奥
羽
か
ら
見
た
越
後
応
永
の
乱
」

水
澤
幸
一
「
貿
易
陶
磁
の
流
通
経
路
（
地
域
性
）
と
使
用
者
に
よ
る

　
　
　
　
　

差
」

○
第
七
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
九
月
五
日
（
水
）
～
七
日
（
金
）

　

場　

所
：
福
島
県
会
津
若
松
市
、
新
潟
県
阿
賀
野
市
・
胎
内
市
・
村
上
市

　

研
究
報
告
：
高
橋
典
幸
「
御
家
人
の
西
遷
に
つ
い
て　

そ
の
2
」

貴
田　

潔
「
小
城
北
部
エ
リ
ア
に
お
け
る
現
地
調
査
の
経
過
報
告
」

西
田
友
広
「
高
津
川
流
域
で
の
材
木
生
産
を
考
え
る
」

中
司
健
一
「
中
世
石
見
西
部
に
お
け
る
河
川
交
通
と
益
田
氏
・
吉
見

氏
」

　

新
潟
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展
示
「
丸
木
舟
の
考
古
学
」
見
学

　

越
後
国
奥
山
荘
・
小
泉
荘
故
地
巡
見

○
第
八
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
十
一
月
三
日
（
土
）・
四
日
（
日
）

　

場　

所
：
静
岡
県
菊
川
市
・
牧
之
原
市
・
島
田
市

　

遠
江
国
内
田
荘
・
横
地
・
相
良
荘
・
勝
間
田
荘
故
地
巡
見
、
千
葉
山
智
満
寺
境
内

　

見
学

○
第
九
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
七
日
（
水
）・
二
十
八
日
（
木
）

　

場　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

研
究
報
告
：
渡
邊
浩
貴
「
西
遷
御
家
人
の
水
資
源
開
発
と
所
領
再
編
―
西
遷
地
頭

　
　
　
　
　

開
発
論
の
再
検
討
―
」

二
〇
一
八
年
度

【
研
究
会
】

○
第
六
回
研
究
会

　

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
三
日
（
土
）・
二
十
四
日
（
日
）

　

場　

所
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

研
究
報
告
：
中
島
圭
一
「
石
見
国
長
野
荘
に
お
け
る
領
主
の
諸
類
型
」

小
島
道
裕
「
石
見
益
田
と
戦
国
・
織
豊
期
城
下
町
研
究
―
モ
ノ
か
ら

コ
ト
へ
―
」

鈴
木
康
之
「
御
家
人
長
井
氏
と
草
戸
千
軒
町
遺
跡
」

井
上　

聡
「
南
九
州
に
お
け
る
地
頭
拠
点
の
検
討
―
日
置
北
郷
中
分
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○
第
十
九
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
九
年
二
月
十
五
日
（
金
）
～
十
八
日
（
月
）

　

場　

所
：
島
根
県
益
田
市

　

参
加
者
：
池
谷
・
小
野
・
佐
々
木
・
鈴
木
・
田
中
・
中
司
・
松
田
・
水
澤
・
村

木
・
渡
邊
・
小
出

　

調
査
内
容
：�

益
田
市
高
津
町
・
乙
吉
町
・
七
尾
町
・
本
町
・
幸
町
・
染
羽
町
・
東
町
・�

三
宅
町
・
昭
和
町
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
松
本
祐
二
氏
所
蔵
文
書
・

教
正
寺
所
蔵
文
書
の
調
査
・
撮
影
、
俣
賀
氏
山
城
・
豊
田
城
の
踏
査

沖
手
遺
跡
出
土
貿
易
陶
磁
（
益
田
市
所
蔵
分
）
調
査

　

清
水　

亮
「
鎌
倉
幕
府
の
地
頭
請
所
政
策
と
荘
園
制
」

高
木
徳
郎
「
荘
園
制
的
領
域
支
配
の
成
立
と
在
地
領
主
の
生
業
」

湯
浅
治
久
「
近
江
佐
々
木
氏
の
『
西
遷
』（
回
帰
）
に
つ
い
て
―
佐
々

木
京
極
氏
・
佐
々
木
朽
木
氏
を
事
例
に
―
」

田
中
大
喜
・
松
田
睦
彦
・
村
木
二
郎
「
中
世
高
津
川
・
益
田
川
中
下

流
域
社
会
現
地
調
査
成
果
報
告
と
共
同
研
究
総
括
」

【
資
料
・
現
地
調
査
】

○
第
十
七
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
七
月
五
日
（
金
）
～
八
日
（
月
）

　

場　

所
：
島
根
県
益
田
市

　

参
加
者
：
荒
木
・
池
谷
・
小
野
・
佐
々
木
・
鈴
木
・
田
中
・
中
司
・
松
田
・
水

　
　
　
　
　
　

澤
・
村
木

　

調
査
内
容
：
益
田
市
高
津
町
・
横
田
町
・
市
原
町
・
角
井
町
・
本
俣
賀
町
・
七
尾

町
・
本
町
・
幸
町
・
染
羽
町
・
東
町
・
三
宅
町
・
昭
和
町
で
の
聞
き

取
り
調
査

中
須
東
原
遺
跡
出
土
貿
易
陶
磁
調
査

○
第
十
八
回
資
料
・
現
地
調
査

　

実
施
日
：
二
〇
一
八
年
八
月
二
十
二
日
（
木
）
～
二
十
五
日
（
日
）

　

場　

所
：
島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
・
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
・
島

　
　
　
　
　
　

根
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者
：
池
谷
・
小
野
・
佐
々
木
・
鈴
木
・
田
中
・
水
澤
・
村
木

　

調
査
内
容
：
島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
島
根
県
道
水
路
図
」
の
調
査
・
撮

　
　
　
　
　
　

影
、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
石
見
国
高
津
川
水
域

　
　
　
　
　
　

大
絵
図
」・
足
利
直
冬
下
文
の
撮
影
・
調
査

　
　
　
　
　
　

沖
手
遺
跡
出
土
貿
易
陶
磁
（
島
根
県
所
蔵
分
）
調
査

写真6　保賀氏山城の踏査

四
　
共
同
研
究
の
成
果

　

本
共
同
研
究
で
は
、
中
世
地
域
社
会
論
の
視
座
と
成
果
を
継
承
し
、
石
見
国
の

益
田
川
・
高
津
川
下
流
域
社
会
を
基
軸
事
例
と
し
て
、
文
献
史
学
・
考
古
学
・
民

俗
学
の
協
業
に
も
と
づ
く
現
地
調
査
に
よ
っ
て
当
該
地
域
に
割
拠
し
た
武
士
た
ち
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の
本
拠
の
様
相
を
具
体
的
に
復
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
士
の
領
主
支
配
が
地

域
社
会
に
受
容
さ
れ
た
諸
契
機
の
究
明
を
試
み
た
。
現
地
調
査
の
成
果
に
つ
い
て

は
、
二
〇
一
七
年
度
の
市
民
を
対
象
と
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
事
業

中
間
報
告
会
「
中
世
の
宝
庫　

長
野
荘
（
益
田
市
西
部
）
に
光
が
当
た
る
！
」
で
の

報
告
や
、『
中
世
益
田
現
地
調
査
成
果
概
報 

vol.‌

1
～
3
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

二
〇
一
七
年
・
二
〇
一
八
年
・
二
〇
二
〇
年
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
速
報
的
に
公
表
し

て
き
た
が
、
本
研
究
報
告
の
「
中
世
益
田
現
地
調
査
成
果
報
告
」
が
正
報
告
と
な
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
本
共
同
研
究
で
は
、
共
同
研
究
員
・
研
究
協
力
者
・

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
都
合
三
十
四
本
の
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。
本
研
究
報

告
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
は
、
こ
れ
ら
研
究
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

　

本
共
同
研
究
が
基
軸
事
例
と
し
た
益
田
川
・
高
津
川
下
流
域
社
会
に
は
、
中
世

に
お
い
て
益
田
荘
と
長
野
荘
と
い
う
二
つ
の
荘
園
が
存
在
し
た
。
こ
の
う
ち
高
津
川

流
域
一
帯
を
荘
域
と
し
た
長
野
荘
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
関
係
す
る
文
献
史
料

が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本

共
同
研
究
で
は
、
長
野
荘
の
実
態
解
明
も
意
識
し
て
進
め
た
が
、
長
野
荘
に
関
す
る

ま
と
ま
っ
た
文
献
史
料
に
同
荘
豊
田
郷
俣
賀
に
本
拠
を
形
成
し
た
俣
賀
氏
の
家
伝
文

書
群
で
あ
る
「
俣
賀
文
書
」
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
原
本
調
査
と
俣
賀
氏
の
領
主

支
配
に
関
す
る
研
究
を
先
行
し
て
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
田
中
大
喜
「『
俣
賀
文

書
』
の
史
料
学
的
基
礎
考
察
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
一
二
集
、

二
〇
一
八
年
）、
渡
邊
浩
貴
「
石
見
国
長
野
荘
俣
賀
氏
の
本
拠
景
観
と
生
業
・
紛
争
」

（
同
上
）
と
し
て
公
表
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
度
に
、
益
田
實
氏
が
所
蔵
す
る
文
書
の
な
か
に
長
野
荘
に
関
わ
る
新

出
の
中
世
文
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
原
本
調
査
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
長
野
荘
に
関
す
る
文
献
史
料
に
は
制
約
が
あ
る
と
い
う
現

状
を
打
開
す
る
画
期
的
な
出
来
事
と
な
っ
た
。
こ
の
原
本
調
査
の
成
果
は
、
田
中
大

喜
・
中
島
圭
一
・
中
司
健
一
・
西
田
友
広
・
渡
邊
浩
貴
「
益
田
實
氏
所
蔵
新
出
中
世

文
書
の
紹
介
」（
同
上
）
と
し
て
公
表
し
た
。

　

こ
の
新
出
中
世
文
書
の
な
か
に
、
高
津
川
の
河
口
域
に
所
在
し
た
長
野
荘
高
津
郷

に
港
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
四
月
二
十
六
日
付
北
条
重

時
書
状
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
大
き
な
発
見
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま

で
高
津
郷
の
故
地
で
あ
る
益
田
市
高
津
町
に
は
、
か
つ
て
港
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
「
舩
入
」
と
い
う
字
名
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
発
掘
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
果
た
し
て
中
世
に
港
が
存
在
し
た
の
か
不
明
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
本
史
料
の
発
見
に
よ
り
、
十
三
世
紀
前
半
ま
で
に
高
津
郷
に
港
が

成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
同
時

期
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
益
田
川
河
口
域
の
沖
手
港
・
中
須
港

と
の
関
係
性
が
議
論
で
き
る
環
境
が
整
い
、
田
中
大
喜
「
中
世
石
見
国
高
津
川
・
益

田
川
河
口
域
港
湾
の
基
礎
的
研
究
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
三

集
、
二
〇
二
一
年
）
に
よ
っ
て
中
世
の
益
田
川
・
高
津
川
河
口
域
の
様
相
が
具
体
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
益
田
實
氏
所
蔵
の
新
出
中
世
文
書

は
、
長
野
荘
の
実
態
解
明
を
促
進
す
る
貴
重
な
史
料
群
で
あ
り
、
今
後
の
活
用
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

中
世
の
益
田
川
・
高
津
川
下
流
域
社
会
に
関
わ
る
本
共
同
研
究
の
成
果
は
、
本

研
究
報
告
の
刊
行
に
先
立
っ
て
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
中
世
益
田
の
世
界
」（
於
島
根

県
立
石
見
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
日
）
を
開
催
し
、
市
民
へ
の
研
究
成
果

の
還
元
を
目
的
と
し
て
公
表
し
た
。
そ
の
後
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
、
田
中
大

喜
編
『
中
世
武
家
領
主
の
世
界　

現
地
と
文
献
・
モ
ノ
か
ら
探
る
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
二
一
年
）
と
し
て
刊
行
し
た
。
ま
た
、
本
共
同
研
究
の
成
果
は
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
企
画
展
示
「
中
世
武
士
団
―
地
域
に
生
き
た
武
家
の
領
主
―
」（
二
〇
二　

二
年
三
月
十
五
日
～
五
月
八
日
）
に
も
反
映
さ
せ
、
社
会
に
広
く
発
信
し
た
。
本
研

究
報
告
は
、
以
上
の
成
果
を
も
踏
ま
え
て
、
本
共
同
研
究
の
総
括
と
し
て
刊
行
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
研
究
報
告
所
収
の
中
司
健
一
「
石
見
国
長
野
荘
を
め
ぐ
る
諸
領
主
の

動
向
」
と
西
田
友
広
「
材
木
の
生
産
・
流
通
と
領
主
」
は
、
前
掲
『
中
世
武
家
領
主
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の
世
界
』
所
収
の
両
氏
の
論
考
と
内
容
が
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
れ
は
、

『
中
世
武
家
領
主
の
世
界
』
よ
り
も
前
に
本
研
究
報
告
が
刊
行
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の

見
通
し
の
も
と
、『
中
世
武
家
領
主
の
世
界
』
を
一
般
読
者
も
対
象
と
し
た
書
籍
と

す
る
こ
と
を
企
図
し
、
編
者
が
す
で
に
本
研
究
報
告
の
原
稿
を
提
出
し
て
い
た
両
氏

に
一
般
読
者
向
け
に
書
き
直
す
よ
う
依
頼
し
て
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
本

研
究
報
告
の
刊
行
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
責
任
は
ひ
と
え
に

編
者
に
あ
る
。
諸
賢
に
は
、
こ
の
間
の
事
情
に
ご
理
解
と
ご
了
承
を
賜
る
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

七尾城跡から益田市街を望む


